
本校では，新しい教育課程の実施に向け，

平成10年度より４ヶ年計画で，「問題解決能

力」「言語コミュニケーション能力」「自ら進

んで活動する態度」「人やものを大切にする

心」の４つの生きる力の育成を目指して，総

合学習「名足っ子」の内容と展開の在り方に

ついての研究に取り組んできた。

「地域を知り，地域を愛し，地域の未来を

拓く子どもの育成」というコンセプトに基づ

き，地域の実態や課題の教材化と地域の人々

とのかかわり合いを通しての問題解決の在り

方を工夫してきた。そこでの実践上の課題の

一つは，「いかに子ども達の問題意識を高め

るか」であった。

そのための方策の一つとして考えたのが教

科発展型の学習展開である。

これまでの実践から「問題意識は対象につ

いてのある程度の知識や経験がなければ生ま

れない」と私たちは考えている。

教科発展型の学習展開は，教科学習で芽生

えた問題意識を総合的な学習での問題解決に

つなげる学習展開である。教科での学習を引

き継ぐことによって，総合的な学習の問題設

定の段階で，具体的で，ある程度高まった学

習問題を設定することができる。

本稿で紹介する４年生の総合的な学習「ゴ

ミ減量作戦を広めよう」では，リサイクルの

大切さ，町のゴミが増えていること，町のゴ

ミ行政の不備についてなど，社会科でのゴミ

学習を踏まえ，独自に考えたゴミ減量作戦を

町に提案するところからスタートする。

行政へ提案するような学習はこれまでも実

践されてきた。その実践の多くが学習のまと

めの段階に提案を位置付けているため，相手

から「よく頑張ってまとめましたね。参考に

します。」という類のお褒めの言葉をいただ

いて終わる。それでも提案を認められたとい

う満足感を子ども達はそれなりに味わうこと

ができる。では，反対に「そんなの出来ませ

ん」という返事がきたらどうだろうか。社会

科で学んだ成果をまとめた自信満々の提案に

対する町の反応が，そんな冷たいものだった

ら，子ども達は一体どのように動くのであろ

うか。

教科から発展する総合的な学習での学びを

ダイナミックに発展させるための一つ目の手

立てとして，今回は，提案先である町の保健

福祉課の全面的な協力の下，子ども達の提案

に対して町が否定的な立場をとるというディ

ベート仕立ての展開を仕掛けた。

そこには以下のような仮説があった。

「町との連携を図りながら児童の提案する

活動を構成すれば，町の反応を生かした調べ

直しがなされ，提案の質を高めることができ

るのではないか。」

残念ながら，本校４年生の子ども達には，

調べる力や提案を磨き合う力が十分に身につ

いていない。そのため提案内容は効果や実行

可能性まで考慮することは難しい。そこで，

●優秀賞

ゴミ減量作戦を広めよう
―提案型の総合的な学習の展開―

宮城県歌津町立名足小学校　山田潔，山内恵美子
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1 問題意識を高めるために

やま だ きよし やま うち え み こ

2 ダイナミックな展開を目指して



とりあえずその稚拙な提案をそのまま送り，

その返事に立論の留保条件だけを「実行でき

ない理由」として明記してもらうことにした。

冷たく突き放され奮起した子ども達は，実行

できない理由を解決しようとする方向で自分

たちの提案を検討し，調べ直しをしていくの

ではないかと考えたのである。町とのディベ

ート仕立ての展開で調べ直しの視点を与え，

提案の質を高めさせていく作戦である。

もう一つの手立ては，人とのかかわり合い

を仕組むことである。

総合学習「名足っ子」では，４つの生きる

力の育成のために人とのかかわり合いを持つ

ことを重視している。取材，インタビュー，

アンケート，追体験など，自ら人とのかかわ

り合いを持つことは問題解決の有効な手立て

の一つである。学習を通して，その有効性と

ノウハウを体験的につかませることは，今後

の総合学習「名足っ子」の学習や教科学習に

おいても意味のあることである。

本実践でも，調べ直しの段階では，新聞や

ポスターによる提案内容のPR，アンケート

やインタビューによる地域の方々の意見の把

握などが子ども達の考える問題解決の具体的

手立てになると考えている。日頃から学校教

育に協力的な地域の力を生かし，地域の人々

とのかかわり合いを通して，ダイナミックな

問題解決をさせていきたい。

※「ゴミ減量作戦を広めよう」の活動計画は，別掲

資料１を参照のこと

①歌津のゴミは増えている？

社会科のゴミ学習は，家庭でのゴミ調べを

経て，学校のゴミを集積所に出す体験からス

タートした。ゴミ収集車のおじさんから，集

積所に出されたゴミがクリーンセンター（志

津川・歌津環境衛生組合）に行くことを突き

止めた。

クリーンセンターの施設見学では，ゴミピ

ットの中に資源ゴミであるはずの段ボールが

たくさんあることを見付けた。また，担当者

から歌津町のゴミが容器包装リサイクル法施

行後も，増え続けていることを知らされた。

また，生ゴミの割合が高いと燃料費が余計に

かかることも教えてもらい，給食の残飯の

EM処理※1という学校の日常実践につながる

ヒントももらった。

※１ EMとは有用微生物群の略，開発者である琉球

大学の比嘉照夫氏の造語。生ゴミをEMボカシで

処理すると良い堆肥になる。

②ぼくらのゴミ減量作戦

「町のゴミを減らしたい」という課題に対

して，子ども達が考えたのは，「EMを使っ

て生ゴミを処理する」「買い物袋を持参する」

「牛乳パックや段ボールは資源物に出す」「空

き箱などは工夫してもう一度使う」など，個

人の努力のレベルのものだけであった。

そこで，県内の他の市町村のゴミ処理の仕

方を調べさせることにした。他の市町村と比

べると，歌津町では収集する資源物の種類が

少ないこと，EMバケツや生ゴミ処理の容器

などの購入に補助金を出している市町村があ

ることを知った。「歌津（のゴミ処理）は遅

れているの？」子ども達の中にそんな思いが

生まれた。

子ども達の考えたゴミ減量作戦は大きく二

つ。一つ目は，上のように自分たちでできる

ことを実行することである。早速，給食の牛

乳パックのリサイクルを始め，集めたパック

を生協を通してユニセフに贈った。

二つ目は，「集める資源物の種類を増やし

てほしい」「生ゴミ処理のEMの容器に補助

金を出してほしい」という町へのゴミ政策に

ついての提案である。「誰か大人の人か，町

の人に言ったらいいんじゃないか」というK

君の提案に子ども達は大賛成。二つ目の作戦

を意見書としてまとめ，町役場（保健福祉課）

へFAXを送ることになった。
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3 実践の流れ



③「褒められたらどうしよう」

保健福祉課からの返事を子ども達はわくわ

くした気持ちで待った。「いい考えだから必

ずやってくれるはず」「町長さんに褒められ

たらどうしよう」「ご褒美がもらえるかも」

と勝手に盛り上がっていた。学習したことを

基に真剣に考えたゴミ減量作戦の内容に子ど

も達なりに満足していたことも事実であるが，

子どもが町役場に意見を言うこと自体にも新

しさ，前向きさを感じていたように思われる。

④「実行できません」

ところが，保健福祉課からの返事に記され

ていたのは「実行できません」という言葉だ

った。「エーッ」という大きなブーイングが

起こった。ほとんどの子どもがあきらめきれ

ない様子だったことから，本当に実行できな

いかどうかを返事を基に検討することにした。

返事には，実行できない理由として以下の

３点が記されていた。

子ども達が，町から提示された実行できな

い理由の解決策として考えたのは次の４つで

ある。

授業後，Ｂさんは以下のような感想を書い

た。

⑤額に汗して全戸を回ったアンケート

ゴミの分別の大切さを知らせる「ごみをわ

けよう新聞」，EMの良さを伝える「EM新聞」

などを分担して作成し，４年生26人が学区全

戸約300軒に配布した。その際，「EMについ

て知っているか」「EMボカシ和えによる生

ゴミ処理をやってみたいか」「資源物の種類

が増えても分別に協力するか」についてのア

ンケートもお願いした。配布，回収の当日は
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●役場へ意見書を送付

①EMについて知らない人が多いので補助

金を出しても効果があるか心配

②集める資源物の種類が増えると面倒にな

り協力を得られるか心配

③集めた資源物を引き取る業者があるかど

うかが心配

a．EMの良さ，資源物の分別の大切さを知

らせる新聞やポスターなどを作る。

b．地域の人達に向けてEM説明会を開く。

c．EMの利用や分別についてアンケートを

して地域の人達の意見を聞く。

d．資源物を扱っている業者に，歌津の資

源物を引き取ってくれるかどうか聞く。

町から「できません」といわれたとき，すご

くくやしかったです。町をせっとくする方法を

考えているとき，「どうすれば町をせっとくで

きるかなあ」と思って，いっしょうけんめい考

えました。みんなで考えを出し合ったとき，

「みんないい方法を考えているなあ」と思いま

した。明日からわたしは，町をせっとくできる

ようなポスターなどを考えて，町をせっとくで

きるようにがんばります。

●学区へのアンケートの配布



７月には珍しい猛暑に見舞われ，汗びっしょ

りの活動になった。それだけに，地域の方々

の「ご苦労様」「頑張って」と掛けていただ

いた言葉に励まされたようである。

回収したアンケートは231枚。以下は集計

結果である。

「実行できない理由」の①，②には反論で

きそうである。

⑥「歌津の資源物も引き取ってもらえますか？」

隣の本吉町，気仙沼市に電話をかけ，資源

物を引き取っている業者を突き止めた子ども

達は，歌津町の資源物も引き取ってもらえる

かどうかを問い合わせた。気仙沼市，志津川

町の二社ともに引き取りは可能であるという

回答をもらった。

⑦たかがスキル，されどスキル

アンケート調査も業者への問い合わせも外

部の大人とのやり取りである。お願いの仕方，

電話のかけ方などのやり取りの仕方が分から

ないために，自分の願いや思いを実現出来な

いことは意外に多い。そこで本校では，イン

タビューの仕方，電話のかけ方，手紙の書き

方などの片々のスキルを身に付けさせること

を重視し，総合学習「名足っ子」の中で積極

的に指導している。ここではアンケートのお

願いに行く前に，お願いの仕方について話し

合い，それを基にロールプレイを行った。

「今日は。私は名足小学校４年生の○○で

す。今，４年生ではゴミの勉強をしています。

……」このような取り組みにより子ども達の

不安はある程度解消されるようである。

たかがスキル，されどスキル。「学習スキ

ルの定着なくして自力での問題解決はない」

これは総合学習「名足っ子」のこれまでの実

践の中から見いだしていた私たちの結論の一

つである。

⑧今度はどうか　第二次提案

「先生，三つとも解決だっちゃ！」「もう一

回，意見書送ろう！」調べ直しの結果に自信

を深めた子ども達は，実行できない三つの理

由に対する反論をまとめ，第二次提案の

FAXを送った。

保健福祉課の及川さんには，「一度作戦を

実行できないという返事をもらっても，あき

らめないでがんばったことがすばらしい。ま

た，EMについては町よりもはやく取り組ん

でいて，町でも参考にしています」という励

ましの言葉をもらった。その上で，「生ゴミ

処理用の容器や機械の購入に補助金を出すこ

とを検討している」「資源物の種類を増やす

ことについては，将来，ゴミ処理の広域化が

進むことも考えながら，志津川町などと相談

している」という町の取り組みについて教え

てもらった。

⑨4年生　役場へ乗り込む

「もっと詳しくEMの話が聞きたい」とい
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○「EMを知っているか」

・EMを使っている 33人

・EMを知っている 137人

・EMを知らない 51人

○「EMを使ってみたいか」

・使ってみたい 105人

・補助金がでれば使ってみたい 68人

・使いたくない 14人

○「ゴミの分別する種類が増えても協力す

るか」

・協力する 208人

・協力しない 4人

●アンケートのお願いのロールプレイ



う及川さんの要請で，代表の子ども達が役場

へ行くことになった。更に，及川さんの計ら

いで町長と面談できることになった。

自作のEM新聞や学校で使っているEMバ

ケツを持ち込み，説明した。

町長さんからは，４年生の取り組みについ

てのお褒めの言葉と町の「ゴミのポイ捨て条

例」についてお話をいただいた。町長さんも

EMについて興味をもったのか「お家の人や

地域の人たちにもEMの良さを教えてあげて

下さい」と励まされた子ども達は，一次提案

の解決策として考えたEM説明会を実施しよ

うと盛り上がった。

⑩「先生，EMボカシを作ってみたい」

EMについて調べていた子ども達は，学校

で使っているEMボカシが町内のグループホ

ーム希望ヶ丘（障害者の共同生活施設）で作

られていることを知った。「先生，EMボカ

シを作ってみたい」という子ども達の求めに，

グループホームにEMボカシ作りの指導をお

願いしてみた。（４年生は総合学習「名足っ

子」の後半の題材である障害者福祉にも関連

づけられるのではないかという思いもあっ

た。）幸いにも，受け入れていただけること

になり，子ども達のEMボカシ作りが実現し

た。

「EMは生き物だから，いいボカシになり

ますようにとお祈りしながら混ぜると，ホン

トに良くできるのよ」というお世話役の三浦

さんの言葉に，籾殻のチクチクするのを我慢

しながら一生懸命かき混ぜていた。

⑪EM説明会を開こう

町長さんの励ましですっかりその気になっ

た子ども達は，地域へのEM説明会を実行す

ることにした。平日の設定ではあったが，そ

れでも，子ども達の家のお母さん，おばあさ

んを中心に約30名の参加をいただいた。

町への意見書の提案のこと，アンケート調

査のこと，それを基にした第二次提案のこと，

ボカシ作りのことなど，６月の社会科のゴミ

学習に始まったこの学習の様子を全員で分担

して発表した。

特に好評だったのは，グループホームで作

ったEMボカシのプレゼントと失敗しない

EMボカシ和えの作り方，EM液肥や米のと

ぎ汁発酵液の使い方についての説明だった。

あるおばあさんからは次のような感想をい
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●町長さんへの説明

●グループホームでのEMボカシ作り

●ボカシ和えの作り方の説明（EM説明会）



ただいた。

「EMを使っていますが，細かいところで

分からないところもある。これからは孫を先

生にして実践していきたい。」

満足そうにニコニコしている子ども達の顔

が印象的だった。以下はＡ君の感想である。

⑫僕たちだって何かができる

「第１回快適環境美化推進大会で実践発表

をして下さい」という依頼が役場から来た。

約200名の参加者を前に，EM説明会の発表

内容を一部修正して実践発表を行った。その

席上，生ゴミ電気処理機，生ゴミ堆肥化容器

の奨励事業についての説明も行われた。「名

足小４年生のみなさんのアンケート調査の結

果にも励まされ，生ゴミ堆肥化容器の奨励事

業を実施することになりました。」担当者の

この言葉には，実践発表をした子ども達への

リップサービスも多分に含まれてはいるのだ

ろうが，子ども達は非常に満足そうであっ

た。また，会場で突然いただいた感謝状にも

驚かされた。

Ｃさんは次のような感想を書いている。

Ｃさん以外にも「いろいろな人からほめら

れてうれしかった」「町のために役立ってよ

かった」などの感想を持った子どもが多かっ

た。

（1）提案の質の高まり
１回目の意見書が資源物の分別の必要性と

EMの良さを主張するに留まったのに対し，

２回目の意見書は，町が子ども達の提案を実

施する上での問題を解決する方向でまとめら

れており，実行可能性まで言及している点で

質の高まりを評価することができる。これは

１回目の意見書に対する返事を，「実行でき

ない理由」に限定して示してもらったことに

よる。より具体的な提案をするためには，ど

のような調べ直しが必要であるかをつかませ

るとともに，冷たい反応に奮起を促し，調べ

直しの意欲を高めることができた。

しかし，これは提案を創り上げる過程で，

子ども達の手によってなされるべきものであ

ることから，提案型の学習の導入期に限定し

て有効だったと考えることが妥当であろう。

（2）子ども達の変容
快適環境美化推進大会での実践発表の後，

今まで以上に張り切ってEMボカシ和えをか

き混ぜたり，生協に出す牛乳パックの処理を

したりするほほえましい姿が見られるように

なった。それは，循環型社会の実現の必要性
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ぼくたちが発表する「EMぼかし和え作り」

をぜひお母さん達にやってもらいたいと思って

いました。説明会の後，お母さんがEMぼかし

和え作りを始めました。よかったなあと思いま

した。

●快適環境美化推進大会での発表

ぼくたちの発表で歌津だけでなく，日本中に

EMを広めたいです。大人の人たちが，みんな

まじめにぼくたちの発表を聞いてくれてうれし

かったです。ふりかえってみると，ぼくが考え

たときは，小さい減量作戦でしたが，今思うと，

ここまでひろがったんだなあと思いました。そ

れに，町が本当にほ助金を出してくれることを

知ってもっともっとうれしくなりました。今の

３年生にこれよりもっと大きいことを考えてほ

しいです。

4 実践を振り返って



についての認識の高まりを，子ども達なりに

表しているように思われる。

このような学習対象についての認識の変容

は勿論であるが，さらに大きな変容は，子ど

も達が「僕たち子どもも町のために何かがで

きる」という意識を持ったことである。猛暑

の中，全戸にアンケートをお願いして回った

こと，その際の地域の人々の協力と励まし，

提案に対する役場の真摯な対応，EM説明会

での大きな拍手，実践発表の際にいただいた

感謝状，そのような人とのかかわり合いの中

で，子ども達は自己有用感を味わうことがで

きた。「何だか訳の分からないことをやった

ら大人に褒められた」というレベルの子ども

の方が多いと思われる。しかし，このような

体験の積み重ねが「地域の未来を拓く子ども

の育成」にとって重要なのではないだろうか。
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主題名 時間 

配当 

ねらい 

第４学年　名足っ子活動計画（2001年案） 

「海よ山よ」　 
いのちの輪をゆがみなく回し続けること（環境，地域生産活動） 

１）課題解決のためアンケートや地域への広報活動を取り入れ，問題解決能力・態度の育成を図る。　 
２）地域や関連機関への取材，広報活動を通して，自分の考えを伝えたり，調べたことをまとめ発表 

６月～２月　 
（45時間扱い） 

する技能や態度を身につける。 
３）地域に関わる問題や課題を進んで考え，解決していこうとする意欲や能力の育成に努める。 
４）地域や関連機関への取材，広報活動を通して，地域や人とのつながりを深め，より一層地域を愛 

する心情を育てる。 

名足っ子 関連（名足っ子・教科・道徳など） 

第二次：ホタテの秘密を探ろう 

第一次：「ゴミ減量作戦を広めよう」 
　　　　６月中旬～７月（19時間） 
○町の保健福祉課に自分たちのゴミ減 
　量作戦を提案する。 
○提案に対する回答を手がかりに，地 
　域への広報や意識調査を実施する。 
○調査結果をもとに町に再提案を行う。 
○再提案に対して回答と励ましを頂い 
　て自分たちの学習を振り返り，自分 
　たちも町のために何かができるとい 
　う自己有用感を持つ。 
・ディベートの立論形式で意見書をま 
　とめたり，アンケートの手法を学習 
　したりし，そのスキルを身に付ける。 
○ゴミ減量の大切さやEMの良さにつ 
　いて地域へ広報活動する。 

ホタテは何を食べるの？ 
　　　　　　７月（５時間） 
○ホタテやカキのエサになる 
　プランクトンを採取観察し 
　たり，海と山のつながりに 
　ついて話を聞いたりする。 
 

ホタテ水揚げ・採苗体験 
　　　　　　６月（３時間） 
○ホタテの水揚げ・採苗を見 
　学し，水揚げや稚貝の採り 
　方を知る。成貝，半成貝な 
　どと比較し，どうやって海 
　の中で大きくなるかについ 
　て興味を持つ。 

〈社会科〉 
「くらしをささえる水」 

〈社会科〉 
「ゴミと住みよいくらし」 
・町のゴミ処理の仕組みを 
　評価し，自分なりのゴミ 
　減量作戦を考える。 
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●資料1

第三次：「環境問題を考える」 
　　　　11月から２月（10時間） 
○グループごとにテーマを決めて様々な 
　環境問題について調べる。 
（「酸性雨」「砂漠化」「温暖化」「オ 
　ゾンホール」など数名の教師でテー 
　マごとに支援に当たる。） 
・インターネットによる情報の検索， 
　e-mailでの問い合わせなどコンピュー 
　タリテラシーに関する取り立て指導。 
○環境の諸問題が共通して循環のサイ 
　クルが途切れていることにその原因 
　があることに気付く。 
○まとめ発表会をする。 
○これまでの学習を振り返り，自分た 
　ちのすべきことについて考えを持つ。 

○EMぼかしを作 
　ってみよう 
　　　 （２時間） 
　グループホーム 
　希望ヶ丘のみな 
　さんの指導でＥ 
　Ｍぼかし作りを 
　体験する。 

ホタテ分散体験 
　　７月下旬または８月上旬 
　　　　　　　　（２時間） 
○ホタテの大きさ毎に網の目 
　や中に入れる個数が違うこ 
　となど養殖の工夫を知る。 

ホタテ耳つり体験 
　　　11月（２時間） 
○耳つりの見学・体験をし仕 
　事の大変さや工夫に気付く 

〈名足っ子〉 
「こころをつなごう」 
・体の不自由な人との交流 
　を通して，相手を思いや 
　る心情を育てる。 

〈道徳〉 
「きれいな海岸に」（郷土愛） 
・地域の特色や現状を知り， 
　地域の一員として，地域 
　の自然を守っていくこと 
　の大切さに気付く。 




